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くみあいニュース山口大学教職員組合（2022年１月 21 日 Friday） 

第 253号（2020 年度-第 19号）／電話：083-933-5034・メール：fuy-union@ma4.seikyou.ne.jp 

 

「Ｃ＋」を追加設定と業績評価給改善申し入れへの回答（1/17） 
 

 この間組合は一貫して、業績評価にもとづく給与決定システムの具体的な問題点を指摘し、

それをふまえた給与反映システムの改善を山口大学に提案してきました。これに対する田中

副学長名の「回答」が、1月 17日付けで提示されました。 

回答では「業績評価については、今後も検証を実施し改善に努めていく」としてはいます

が、組合が特に問題として改善を求めてきた年俸制における評価区分 A・S 等の上位級の支給額低減案に

ついて、「制度の根幹に関わる」等として拒否しています。 

 ただし、区分Ｃと区分Ｂの間に「Ｃ＋」を設定するという形で組合の申し入れを不十分ながら一部と

りいれたものとなっています。「Ｃ＋」は具体的には、年俸制で「＋10 万円」、月給制で「勤勉手当支給

率 0.75月（年間 1.5月）」となっており、組合が 12月 15日付けの申し入れ書で提案した「年俸制：+10

万円～+15万円」「月給制 0.78月（年間 1.56月）」よりも低い額となっています。 

 また奇妙なことに今回の回答は、組合の 7 月９日及び 10 月 22 日付けの申入れ書に対する回答とされ

ており、最も新しい 12月 15日付け申し入れについては全く言及されていません。「くみあいニュース第

251号」でお知らせしたとおり、大学は組合の 10月 22日付け申し入れ書に「逆照会」し、組合がこれへ

の「回答」を提示したにもかかわらず、一言の「回答」も提示しないまま今回の回答書を提示していま

す。 

 

組合の提案は必要 eptを減じ、現実的な改善につながる 

 

組合は 12月 15日付けの申し入れ書で、上位級についても「教授・准教授及び

講師・助教」の３区分として、教授は現在の給与反映額と同額としてそれ以外の

２区分についてはそれぞれ逓減することを提案し、月給制についても同じ考え方

の改善案を提案しています。大学側が組合の提案を受け入れて給与反映額を改善

すれば、それぞれ必要な ept が減少することにより、Ｃ区分以下を減じてＢ以上

の配分員数を一定程度増やすことができます。 

 

副学長名回答は受け入れがたい 団体交渉開催を 
 

 以上のとおり、大学は 7 月９日の学長宛申し入れ書提出から半年経って、合理的な理

由も示さないまま、基本的なところで改善案の受け入れを拒否しており、到底納得でき

るものではありません。このため組合は、回答書を持参した寺西人事課副課長へ交渉の

日程調整を行うよう求めました。交渉は遅くとも２月上旬までには開催される見込みで

す。交渉を実りあるものとするために、組合員・教職員の皆さんの声を組合までお届け

ください。 

大学入学共通テスト安全確保策申入れへの回答届く（1/13） 
 組合の申し入れに（1/6）に対する大学の回答が人事課長名ではありましたが、1月 13日（木）に届き

ました。回答書は次頁に掲載していますのでご覧ください。 

 

大学入学共通テストの監督等へ従事された方の感想・ご意見をお待ちしております 

全教職員配布 
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大学入学共通テスト対応申し入れへの大学回答 
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業績評価給改善申し入れ（7/9,10/22付）への大学回答 

（4 頁へ続く） 
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